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人工知能を活用した微化石の自動分類・ピッキング装置

A system for automatic collection of specific microfossil species using

a deep learning classification
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　微化石の骨格に含まれる微量元素や同位体比を測定する際，分析に必要な量を同一種のみで拾い出すのには

大きな労力と時間を要する．特に放散虫のような小型の微化石を種毎に分析することは現実的ではなく，これ

までに報告例の無い未知の領域であったと言える．しかし，近年，人工知能の学習手法のひとつである

ディープラーニングの進歩に伴い機械による微化石種の同定精度が飛躍的に向上した．また，マイクロマニ

ピュレーターで微小粒子を自動的に拾い出すシステムが実用化された．これらの技術を融合すれば，任意の微

化石種を大量に集積することが可能なはずである．そこで本研究では，マイクロマニピュレーターを備えた電

動X-Yステージ付き顕微鏡にディープラーニングを実装し，微化石の同定および拾い出しを自動化し

た．ディープラーニングの分類モデルには大量の教師画像を必要とするが，本システムで自動的に取得される

個別粒子の切り出し画像は教師データ構築の効率化にも有効である．また，微化石に限らず鉱物などの様々な

微小粒子にも応用することが出来，今後の発展が期待される．
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